
 

 

【令和４年度事業の実施状況】 
   （単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起 債 その他 一般財源 

生きる力を育むとっとり学校図書館活用教

育普及事業 
542    542 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 － 

政策項目 － 

１ 事業の目的､概要 

令和４年３月に改訂した｢学校図書館活用教育推進ビジョン｣及び｢学校図書館活用ハンドブック｣をもとに就

学前から小､中､高等学校まで一貫した見通しを持った学校図書館活用教育の一層の普及を図る｡ 

ＧＩＧＡスクール構想により１人１台端末の本格的な活用が積極的に進められている中､これからの学校図書

館活用教育に求められていることを講義と演習をとおして学び､学校全体での実践につなげる研修を実施し､学

校現場での図書館活用教育の推進を支援する｡ 

２ 事業の内容､実施の状況 

〇学校図書館活用教育普及講座 

〇学校図書館司書研修会 

○学校図書館司書実務研修会 

〇学校司書のためのＩＣＴスキルアップ研修 

〇学校図書館支援員の講師派遣 

〇県教育センターとの連携 

〇高校生の読書推進事業 

・｢高校生にすすめたい本リスト｣作成 

高校､特別支援学校の学校図書館より紹介された高校生へのおすすめ本３９冊を掲載したリストを作成し､

電子データとして県内の高校･特別支援学校へ送付｡ 

・｢すぐできる！情報検索ガイド‐図書館の便利ワザ‐」｢デジタルパスファインダー｣作成 

学校図書館を活用し､情報活用能力の育成を図ることを目的に県立高校司書主任を中心に作成｡データ化し

ているため､生徒各自の端末での利用が可能となっている｡ 

〇全国高等学校ビブリオバトル２０２２鳥取県大会（１０校、１０名） 

○授業活用選定用見本図書の貸出 

・学校や各市町村立図書館に紹介｡合計４セットを貸出した｡ 

・全点購入の新刊児童図書(選定用)の利用が多かった｡(３，８９１冊) 

３ 事業成果(改善状況)･課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため､研修を会場参集及びリモート開催のハイブリット開催にする等の工

夫により､研修の機会を確保するように努めた｡ 

・｢とっとり学校図書館活用教育推進ビジョン｣を概要版リーフレットにして幼稚園､保育園､小中義務教育学校､

高等学校､特別支援学校の全教職員に配布し､普及に努めた｡また､｢学校図書館を活用することで身に付けたい

情報活用能力系統表｣をＡ２版ポスターにして全小中義務教育学校､高等学校､特別支援学校に配布し､研修会などで

広報した｡ 

・授業等における学校図書館のより一層の活用を進めるため､｢学校図書館活用年間計画作成のための資料｣も作

成､公開した｡同資料は小学校と中学校の作成例を地区別･学年別に作成することで各学校の状況に合わせて

活用できるようにしており､研修会などでも周知を図った。令和４年度は高校で作成された年間計画をモデル

として紹介し､各校の教育課程や特色に合わせて活用できるようにした｡ 

○成果及び効果 

・各学校で年間授業計画の見直しが進んだり､学校図書館を活用した授業実践が見られるようになった｡ 

・公共図書館職員向けの研修で学校図書館支援についてのテーマを扱う機会が増え､公共図書館と学校図書館の

連携につながった｡ 

 

 



 

 

○課題 

・ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて各市町村でも環境整備が進められており､学校図書館でもＩＣＴを活用 

した教育活動の展開が求められている｡学校図書館のＤＸ化を見据えた資料提供や研修の開催など､学校図書

館や公共図書館支援を充実させていくことが必要である｡ 

・新学習指導要領に基づく授業が実施される中､｢主体的･対話的で深い学び｣の視点からの授業改善に向けた情

報提供や研修内容が求められる｡ 

・各学校における探究的な学習での学校図書館の活用に差があるため､｢学校図書館を活用することで身に付け

たい情報活用能力体系表｣を活用し､学校図書館関係者にとどまらず全教職員の意識を高めるため､研修や情

報提供を行っていく必要がある｡ 

・情報活用能力の育成に不可欠な､計画的な学校図書館活用が県内で伸び悩んでいる実態があるため､ここでも

前述の同体系表を活用し､系統的な学校図書館の利用を促進するための研修会の開催や情報提供をしていく

必要がある｡ 

 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起 債 その他 一般財源 

デジタル化時代の知の拠点づくり事業 24,373 12,331   12,042 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 － 

政策項目 － 

１ 事業の目的､概要 

地域の歴史や文化に関する資料を次世代に伝え残していくため､図書館の貴重な資料のデジタル化を推進し、デ

ジタルアーカイブシステムの充実と利用促進を図る｡ 

２ 事業の内容､実施の状況 

〇デジタルアーカイブシステム｢とっとりデジタルコレクション｣(以下｢とりデジ｣)の運用 

・図書館､博物館､公文書館､埋蔵文化財センターと共同のシステムを令和３年３月１日に一般公開した｡ 

公開データ件数：約４６万件(令和５年３月末現在) 

〇「とりデジ」の広報･研修 

・図書館業務専門講座でデジタルアーカイブについての講義･質疑･演習 

・郷土文化講演会でとりデジを紹介 

〇資料デジタル化の推進 

・郷土資料のデジタル化(５年計画の５年目) 

令和４年度デジタル化資料(鳥取県近代文学資料 ２０４点) 

令和５年３月末デジタル化総数：２,６３６件 

○地方出版物のデジタル化 

・地方出版のデジタル化に関わる勉強会 

３ 事業成果(改善状況)･課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・とりデジの活用促進のための講座を開催した｡ 

・所蔵資料等のデジタル化と公開について市町村への説明を行った｡ 

・総合的なデジタル化計画の改定作業を開始した｡ 

・とりデジ掲載の古文書資料の翻刻文作成に活用できる古文書講座を開催した｡ 

・電子書籍についてベンダーとの協議やデモ､無料トライアルを行い､導入に向けた課題整理と検討を進めた｡ 

・公開資料に目次･内容､解説等を追記した｡ 

○成果及び効果 

・とりデジのアクセス件数が５０万件を突破した。 

・郷土資料のデジタル化を進めることができた｡ 

・資料のデジタル化や電子書籍の導入について県内の市町村立図書館でも関心が高まり､勉強会が開催された｡ 

○課題 

・とりデジへの公開資料を増やすとともに､活用を推進することが必要である｡ 

・職員の経験を蓄積し､知識と技術を身に付ける必要がある｡ 

・とりデジをより使いやすくするため､次のシステム更新に向けて情報収集を行い検討を進める必要がある｡ 

・市町村立図書館や大学図書館等､関連機関との連携を進め、コンテンツの充実を図る必要がある｡ 

 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起 債 その他 一般財源 

仕事とくらしに役立つ図書館推進事業 

（くらしに役立つ図書館推進事業） 
6,493    6,493 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 － 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

 図書館が所蔵する多様な資料や専門職としての司書の能力を最大限に生かし、地域の情報拠点として、県民の情報

要求に応え、県民の生活課題に即した情報提供を実現する。 

２ 事業の内容、実施の状況 

＜医療･健康情報の提供＞ 

○くらしに役立つ医療・健康情報サービス普及啓発事業講演会 ｢最新情報から考える感染症の流行とこれからの生

活様式 ～Ｗｉｔｈコロナ時代の図書館の医療・健康情報サービス～｣ 

○健康講座｢今日から始める認知症予防｣ 

○展示｢ひとりで悩まないで｣ ｢認知症になっても暮らしやすいまちづくり｣ほか 

〇その他 

・がん情報ギフト(※)による情報提供(継続) 

(※)国立がん研究センターが全国の図書館にがんに関する資料を寄贈｡県立図書館では医療･健康情報コー

ナーに設置するとともに､県内の図書館へ貸出できる｢がん情報ギフト｣貸出セット(見本)を用意して

いる｡(県内８市町の図書館ががん情報ギフトの寄贈を受けている｡) 

・県立厚生病院のほっとこーなー管理(令和４年７月から実施(１ヶ月ごとに入替)) 

※県立中央病院は新型コロナウイルス感染症等を理由に中止している。 

＜法情報･困りごと解決支援情報の提供＞ 

○法テラス鳥取法律講座(オンライン開催) 

○関連機関と共同で相談会(会場：県立図書館) 

＜子育て応援情報の提供＞ 

○｢読みメンになろう！｣プロジェクト事業 

・読みメン月間の企画展示 

・読みメンのおはなし会(男性職員による絵本の読み聞かせ) 

○託児サービス｢託児で来
らい

ぶらり｣ 

○｢子育て応援コーナー｣の管理 

・子どもと一緒に来館した利用者が子育てに必要な情報を１ケ所で得られるよう､児童図書室の入口にコーナーを

設置している｡(令和４年度貸出冊数 ３，６６６冊) 

＜高齢者サービス情報の提供＞ 

○あたまイキイキテレビ音読教室の開催 

○｢いきいきライフ応援コーナー｣の運営 

・超高齢化が進む中､中高年齢者に関心の高い分野の図書を提供するとともに関連する図書の展示を行った｡ 

(令和４年度貸出冊数 ９，０２１冊) 

＜障がい者サービス情報の提供(障がい者に配慮した｢はーとふるサービス｣推進事業)＞ 

〇鳥取県読書バリアフリー推進に係る関係者協議会 

｢鳥取県視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画｣に基づく鳥取県の読書バリアフリー推進事業等

の取組状況等について､事業等の評価や進行に関する有識者等の意見を聴取することを目的として開催した｡ 

〇読書バリアフリー研究会 

〇マルチメディアデイジー体験会 

○手話で楽しむおはなし会 

○バリアフリー映画上映会 

〇障がい者サービス実務担当者会 

 



 

 

図書館サービスの向上を目指し､図書館利用に障がいのある方々に対する各館の取組について情報共有や協議

を行うことを目的として開催した｡ 

〇アクセシブルな書籍等所蔵数 

令和４年度１７，６７５点  令和３年度１７，２７６点 ・・・２４５点増 

○アクセシブルな書籍等貸出数 

  令和４年度 １６，４８５点 

○はーとふるサービスコーナーの充実 

・デイジー図書･マルチメディアデイジー図書の充実 (約９００点を追加､約１，４００点をコーナーへ配架) 

・プレクストークリンクポケットの購入(１台) 

○展示 

・世界自閉症啓発デー､発達障害啓発週間        (４月１日から２９日) 

・マルチメディアデイジー～｢読みかた｣のカタチ～   (５月１日から３０日) 

○その他 

・読書バリアフリー啓発パネルの貸出 (公共図書館２館､県立高校７館､県立特別支援学校１館､計１０館) 

３ 事業成果(改善状況)･課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・くらしに役立つ医療･健康情報サービス普及啓発事業講演会は､新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため､会場

参加及びオンライン参加を可能とするハイブリッド開催とし､境港市民図書館のリニューアルオープンの記念事業の一環と

して開催した｡広報も境港市民図書館が積極的に行っていただき､県内外からの参加者があった｡参加者募集時は､読書バリア

フリーの観点から音声コードを印字したチラシの配布や講義資料の点訳､手話通訳､要約筆記なども配置した｡ 

・ケーブルテレビによるテレビ音読教室は全県を対象として放映した｡また､情報活用講座については､いつでも再

開できるようテキストを整備した｡ 

・令和２年度に策定した｢鳥取県視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画｣や図書館の読書バリアフ

リーの取組について､また､障がいに配慮した様々な資料や機器について周知･啓発するため､関係機関等と連携

し｢読書バリアフリー研究会｣や｢マルチメディアデイジー体験会｣｢バリアフリー映画上映会｣等を開催すると共

に､県内図書館に読書バリアフリー啓発パネルの貸出を行った｡ 

・新型コロナウイルス感染症の影響で２年以上実施できていなかった｢託児で来ぶらり｣について、感染症対策を

行った上で再開した｡ 

○成果及び効果 

・くらしに役立つ医療･健康情報サービス普及啓発事業講演会は､コロナについて参加者の日頃の疑問を解決する

機会となったが､加えて､境港市民図書館の医療･健康情報提供について周知することができた。 

・健康講座は､明治安田生命との初めての連携講座であり､認知症の基礎知識を楽しみながら学ぶことができて好

評だった｡また､当館のテレビ音読教室の体験を行い､ホームページでの検索方法を紹介することができた｡ 

・伊藤忠記念財団との共催により鳥取県では初の開催となった｢読書バリアフリー研究会｣は､県内外から多くの

方に参加いただき､鳥取県の読書バリアフリー推進のきっかけとすることができた｡ 

○課題 

・医療･健康情報に関する資料を速やかに収集･提供するとともに､市町村立図書館との連携によるサービスの充実

が求められる｡ 

・今後も｢鳥取県視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画｣を一般県民や関係者等に周知するととも

に､この計画に基づき､読書バリアフリー推進のための具体的な取り組みを関係機関等と連携して実施していく

必要がある｡ 

・県内の障がい者サービスの実態を把握することに努め､今後の市町村立図書館の障がい者サービスの充実を図る

必要がある｡ 

 

 

 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

仕事とくらしに役立つ図書館推進事業 

（図書館ビジネス支援推進事業） 
(再掲)6,493    (再掲)6,493 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略  － 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

県全域での図書館のビジネス支援体制を推進するため、各地域の図書館と協力し、全域でのビジネス支援サービスの定着、利

用者の掘り起こしに取り組む。産業振興や雇用を創出することは、地域活性化を考えるうえで極めて重要な課題であり、商工団

体、産業支援機関との連携を強化し、図書館の機能を生かしたビジネス支援を積極的に行っていく。 

２ 事業の内容、実施の状況 

○第５回｢図書館で夢を実現しました大賞｣の実施 

○｢としょかんビジネストーク｣ホームページへの掲載 

掲載開始日 １１月２９日(火) 

ＵＲＬ http://www.library.pref.tottori.jp/business/cat6/new.html 

掲載企業 

(１０件) 

(敬称略) 

株式会社美染、アイメモリア株式会社、ツキノアカリ、きみのいばしょ サイエンス＆ソーイ

ング教室、米粉の焼き菓子専門店 葉月、日華ふれんず、白木屋種苗株式会社、株式会社マリ

ンナノファイバー、株式会社福神総合研究所、吉村産業株式会社 

※図書館で開催する各種相談会・セミナー･資料相談等で得た情報を､起業･経営等に役立てご活躍

されているビジネスパーソンにインタビューを行い､記事をホームページに掲載した｡ 

○｢夢･実現スタートアップ創業勉強会｣の開催 

○｢高校生ビジネスプラン作成講座｣の開催 

※県立図書館では令和元年度以来３年ぶりの対面開催｡また､西部では初の開催｡ 

 ○県立図書館と産業支援機関との連携展示 

※承継の種類やプロセス等をはじめ､経営管理･経営計画･マーケティング等企業経営に関する本まで､事

業承継に役立つ図書の展示｡また､県の支援制度や､鳥取県事業承継･引継ぎ支援センターについてのチ

ラシ等も配架し､事業承継について知っていただき理解を深めていただく機会とした｡ 

○ビジネス情報相談会の開催（４～１月） 

・県立図書館司書と｢鳥取県よろず支援拠点｣の相談員による相談会｡相談者が求めるビジネス情報の検索は司書

が行い､経営相談は鳥取県よろず支援拠点の相談員が行う｡倉吉･米子の各会場も図書館職員が同席し､相談に

応じた｡ 

○関係機関と連携し定期相談会を開催（会場：県立図書館）（４～１月） 

○商工労働関連研修会、イベントへの出前図書館等の実施（５回） 

○企画展示「鳥取県認定グリーン商品リレー展示２０２２」の開催 

内 容 鳥取県認定グリーン商品リレー展示２０２２ 

展 示 物 鳥取県認定グリーン商品の実物展示、紹介パネルの展示など 

主    催 鳥取県認定グリーン商品普及促進協議会 

 展 示 館 １２館（県立１館、市町村３館、高等学校７館、大学１館） 

期 間 ７月２８日(木)～令和５年２月１日(水) 

展 示 館 展 示 期 間 

(県立図書館) 

 鳥取県立図書館 ７月２８日(木)～８月３０日(火) 

(市町村立図書館) 

 

ちえの森ちづ図書館 ９月３日(土)～１６日(金) 

日南町図書館 １１月４日(金)～１３日(日) 

湯梨浜町立図書館 １１月２４日(水)～１２月２２日(木) 

 

 

 



 

 

 

展 示 館 展 示 期 間 

(高等学校図書館) 

 

倉吉北高等学校 ８月２２日(月)～９月１３日(火) 

鳥取湖陵高等学校 １０月１３日(木)～２７日(木) 

鳥取商業高等学校 １０月２７日(木)～１１月２２日(火) 

 

八頭高等学校 １１月２８日(月)～１２月２１日(水) 

境港総合技術高等学校 １１月３０日(水)～令和５年２月１日(水) 

青谷高等学校 令和５年１月１０日(火)～２７日(金) 

米子工業高等学校 令和５年１月１０日(火)～１８日(木) 

(大学図書館) 

 公立鳥取環境大学情報メディアセンター １０月２８日(金)～１１月１７日(木) 

※循環資源を活用した製品の展示物とともにＳＤＧｓとリンクさせ、関連図書等を図書館で展示した。 

○鳥取県認定グリーン商品 出張授業の実施 

※鳥取商業高等学校第２学年の選択授業｢マーケティング｣の一環として実施｡学校に出向いての普及事業は初｡ 

○鳥取県認定グリーン商品子ども向けイベント｢自由研究お役立ち講座＆工作 教えて☆グリーン商品ってなあ

に｣の開催 

※子どもを対象とした普及事業は初｡ 

３ 事業成果(改善状況)・課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・相談会を共催する機関と密な意見･情報交換を行い､意思疎通を図った｡特に｢図書館で夢を実現しました大賞｣

事業実施にあたっては､例年以上に情報共有が図られた。 

・｢図書館で夢を実現しました大賞｣及び｢としょかんビジネストーク｣を通して､図書館を活用し起業･経営等に

結びついた事例を収集し､それらの広報に努めた｡ 

・講座等の開催に際しては､市町村立図書館と協力し､事前準備･役割分担等を行った｡ 

・講座や出前図書館等で参加者へ県立図書館や市町村立図書館のビジネス支援について周知した｡ 

・相談会の一部はオンラインにも対応した｡コロナ禍であっても感染予防対策を徹底しながら必要な情報に触れ

ていただく機会を提供した｡ 

○成果及び効果 

・出前図書館で図書館活用の説明を行った結果､当館の各種相談会の利用につながった｡ 

・金融機関からの紹介で資料相談を目的に来館されるケースや､産業支援機関の職員が調査のための資料相談で来館される

ケースが増えており､図書館のビジネス支援機能への理解が進みつつある｡ 

・「ビジネスプラン作成講座」は米子会場を加えた２会場で開催し、西部地区の高校生にもビジネスアイデアの発想法や図書

館の活用法について学べる機会を作ることができた。また、本年度は新たにＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口とも連携し、

ビジネスプラン作成に役立つ知財活用について分かりやすく説明いただいた。共催である米子市立図書館との連携がスムー

ズに行われたことで､次年度は単独開催も期待できる。 

・｢夢･実現スタートアップ創業勉強会｣では鳥取県よろず支援拠点及び共催館と連携し､関係が強化できた｡図書館からの情報

提供では｢図書館で夢を実現しました大賞｣の過去の事例や｢とリサーチギャラリー｣の展示内容にも触れ､図書館が情報収集

に役立つ場であることを効果的にＰＲできた｡ 

 ・グリーン商品巡回展示は１２か所での開催となり､県内企業の取組を広く知っていただく機会を作ることができた｡また､

子どもや生徒を対象とした事業を新規で実施したことで､若年層にも図書館が仕事やくらしに役立つ場であることをアプ

ローチできた｡ 

○課題 

・無料の相談会があることや､関連団体を紹介できること､商用データベースの利用等､図書館のビジネス支援機

能を広く県民に知ってもらえるような発信を積極的･魅力的に行う必要がある｡ 

・図書館のビジネス支援機能の周知や職員のスキルアップを図るため､講座やセミナー等をより一層市町村立図

書館と連携して実施しながら運営方法､機材等の情報共有を行うことで中西部地域でもビジネス支援サービ

スを拡大していく必要がある｡ 

・当館で行ったビジネスに関する展示等を県内図書館や学校図書館等で行うことなどにより､図書館のビジネス

支援機能に係る認識を広め､活動を県内に浸透させていく必要がある。 
 
 
 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

人の成長・学びを支える図書館推進事業 186    186 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略  － 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

乳幼児期からの子どもの読書推進を図るため、子どもたちに日常的に接する職員(幼稚園教諭､保育士､公共図書

館職員等)の資質向上や､市町村立図書館児童図書部門の支援を行う｡ 

経済的に困窮する家庭やひとり親家庭などの｢サポートの必要な家庭｣を､図書館の｢資料｣や｢場｣の活用を通じて

支援する｡市町村立図書館と連携してサポートの必要な人へ図書館サービスを届けると共に､本を読むだけではな

い｢居場所｣としての図書館の可能性を追求する｡ 

２ 事業の内容、実施の状況 

＜子ども読書活動推進＞ 

 ○｢子どもと本をつなぐ講座｣の開催 

・公共図書館職員､学校図書館関係職員等､子どもと子どもの本に関わる人々が､発達段階に応じた子どもの本の

魅力や選び方について学ぶことで子どもの読書活動に関する理解や関心を深め､取組のさらなる充実と促進を

はかる｡ 

○「児童サービス実務研修講座」の開催 

・県内公共図書館職員がストーリーテリング､絵本の読み聞かせ等の子どもと本をつなぐ手法や児童サービスの

基礎について学び､実践や意見交換を通じて互いに学び研鑽し合うことで各図書館における児童サービスのさ

らなる充実を目指す｡ 

名称 内容・期日等 参加者等 

めざせ！図書館マスター 

４月１５日(金)～５月１１日(水) 

図書館の決まりや使い方をすごろく形式で出題。近隣の図書

館でも実施できるようホームページで公開した｡ 

６３人 

ブラインド･ブック･フェア ブックカバーをつけた本を展示し､貸出 １０２冊 

夏休み図書館まつり シールラリー｢あつめて とりデジ！｣ １１３人 

７月２６日(火)、８

月７日(日) 

きょうりゅう＆かいじゅうのおはな

し会 
３９名 

８月６日(土) 自由研究お役立ち講座＆工作｢教えて

☆グリーン商品ってなあに｣ 
 ６名 

８月９日(火) オンライン図書館たんけんたい  ７名 

｢えほんのじかん｣ 毎週火曜日開催 １３２名(大人５８名､子ども７４名) 

｢おはなし会｣ 第４を除く日曜日 子ども３６名 

｢大人も楽しむおはなし会｣ 毎週土曜日 ５７名(大人２５名､子ども３２名) 

新刊児童図書の選定用貸出 市町村立図書館等へ貸出 ４，３１０冊 

「ドリームティーンズコーナー」 

・１０代青少年の問題意識や興味に沿った資料収集やコーナー展示を実施､ホームページや通信の発行等

による情報発信を行った｡ 

展示テーマ：「こたミス、復活！」      （貸出冊数  ３３７冊） 

「見た目で選んじゃいました。」 （貸出冊数  １２３冊） 

「秋色本棚」          （貸出冊数  １０９冊） 

・「児童×ドリームティーンズ」(児童書から１０代向けの読み物への橋渡しとなるよう、登場人物が概

ね中学生以上の児童書を配架したコーナー)      （貸出冊数 ３，３８０冊） 

時宜に応じた児童図書室の資料展示を実施。 

展示テーマ：「夏だ！夏だ！！」      （貸出冊数５７７冊） 

「魔女・魔法・まほうつかい」 （貸出冊数３３１冊） 

「おいしい秋がやってきた」  （貸出冊数５５１冊）ほか 

 



 

 

※各おはなし会は定員制､事前申込制とし､感染症対策を徹底した上で実施｡(新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止した期間あり) 

＜｢サポートの必要な家庭｣応援事業＞ 

○｢図書館=居場所キャンペーン｣ 

倉吉博物館で開催される「ヨシタケシンスケ展かもしれない」に併せて、県立図書館及び倉吉市立図書館で「図

書館＝居場所キャンペーン」を周知する展示を行った｡４月以降には県内の市町村立図書館でも｢図書館＝居場

所！キャンペーン｣を開始する予定｡(図書館＝居場所キャンペーンのイラストとキャッチフレーズはヨシタケシ

ンスケ氏による) 

３ 事業成果(改善状況)･課題等 

○令和４年度の事業実施にあたり改善等に取組んだ点 

・｢子どもと本をつなぐ講座｣では､市町村立図書館にサテライト会場としての協力を呼びかけ､主会場である当館

と併せ７会場で受講可能となった｡オンライン受講の希望も多く､遠隔地の方にも多数参加していただくこと

ができた｡ 

・コロナ禍でおはなし会等のイベントや児童サービスの集合研修を安定的に実施できないことが課題だったた

め、｢子どもと本をつなぐ講座｣｢児童サービス実務研修講座｣のハイブリッド開催､特別支援学校に向けたオン

ラインでの読み聞かせ･ブックトーク､｢オンライン図書館たんけんたい｣に取り組んだ｡ 

・夏休みには｢とっとりデジタルコレクション｣に親しむきっかけづくりを目的としたシールラリー｢あつめてと

りデジ！｣や県立博物館の｢ティラノサウルス展｣にちなんだ｢きょうりゅう＆かいじゅうのおはなし会｣等に新

たに取り組んだ｡ 

・ガイナーレ鳥取のホームゲームや､とりぎん文化会館｢七夕コンサート｣で読み聞かせと出前図書館を実施した｡ 

○成果及び効果 

・おはなし会や図書の企画展示､おすすめ本の紹介など､日々の活動により親子で本を楽しむことや子育てに読み

聞かせを取り入れることの良さが認知されることにつながっている｡ 

・ハイブリッド開催を取り入れたことで､講座や研修を安定的に実施できた｡また､遠隔地からも参加しやすく､

多数の参加があった｡ 

・夏休みの新たな取組や出前図書館は､非来館者や通常のおはなし会に参加したことのない利用者に当館の読み

聞かせを体験してもらう機会となった｡ 

○課題 

・講座･研修のハイブリッド開催により､全県的に参加しやすくなった反面､参加者同士のつながりを作ることが

難しくなっている｡今後もハイブリッド方式を活用し､市町村立図書館職員､学校図書館関係職員等にスキル

アップの機会を継続的に提供しつつ､子どもと子どもの本に関わる人々が連携しやすい環境づくりに努める必

要がある｡ 

・新型コロナウイルス感染症の影響により､居場所としての活用推進は厳しい状況であったが､コロナ禍において

経済的に困窮する家庭への支援が必要であることを再認識した｡今後は｢身近で安全な居場所｣と｣｢情報提供機

能｣の両面を生かした取組を進めていきたい｡ 

 

 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

郷土情報発信事業 1,759   0 1,759 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略  － 

政策項目 － 

１ 事業の目的､概要 

郷土資料(地域資料)の収集･保存を進め､後世へ伝えるとともに､郷土資料の普及･啓発､郷土関係文学者情報の

発信等を行い､利用促進を図る｡ 

２ 事業の内容､実施の状況 

鳥取県の歴史･文化､文学､郷土出身人物等に対する県民の関心を高めるため､関係機関､団体とも連携しながら､

資料展､講演会等を有機的に組み合わせて開催した｡ 

○ふるさとの歴史再発見事業  

○郷土文学者情報発信事業 

○｢文字・活字文化の日｣関連事業 

○その他の企画展示等 

３ 事業成果(改善状況)･課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・令和３年度に寄贈を受けた本物の｢解体新書｣を紹介する資料展を開催し､あわせて鳥取県の洋学や医学につい

ても紹介した｡ 

・県民向けの｢古文書に親しむ講座｣(２回連続)及び県内図書館員向けの古文書解読講座(７回連続)を開催し､

とっとりデジタルコレクションで公開している古文書や和歌等の解読に取り組んだ｡ 

・｢郷土文化講演会｣は､昨年度新型コロナウイルス感染拡大のため延期したものを３月に開催したが､会場参加

に加えオンライン配信も行った｡また､とっとりデジタルコレクションの活用についても紹介した｡ 

・郷土情報の調べ方をまとめたパスファインダー｢郷土学習ガイド｣３０テーマをすべて改訂した｡また､新たな

テーマの作成も行った｡ 

・｢鳥取県に伝わる昔話｣の動画のYouTube配信(とっとりデジタルコレクション公開)を開始した｡ 

・鳥取県内の話題等をテーマとした企画展示等を多数行った｡ 

・市町村立図書館職員向け講座や行政職員向け研修(主催:鳥取県職員人材開発センター)で郷土資料の活用につ

いての講義を行った｡ 

○成果及び効果 

・鳥取県の歴史･文化･スポーツ･人物等の情報を発信する資料展､企画展示等を多数開催することにより､鳥取県

の魅力や県出身者の活躍を発信することができた｡ 

・古文書講座や講演会を開催することにより､とっとりデジタルコレクションの周知につながっている｡また､古

文書等の解読により､図書館員のスキルアップとなっている｡ 

・郷土学習ガイドの改訂､昔話の動画配信は､子どもたちの調べ学習や教職員の教材収集等に役立っている｡ 

・市町村立図書館職員や行政職員への研修により､県内全域への周知と活用が期待される｡ 

○課題 

・郷土資料の収集･整理､郷土情報の蓄積･情報発信により一層努める必要がある｡また､これまで当館で行った展

示等を県内図書館や学校図書館で行うなど､広く県民に郷土情報を知ってもらえるような発信を積極的･魅力

的に行う必要がある｡ 

・郷土資料の保存環境の点検を行い､災害等で滅失･破損等しないよう対策を強化するとともに､貴重な郷土資

料のデジタル化を推進し､利活用の普及啓発に努める必要がある｡ 

 

 

 

 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 財  源  内  訳 

図書館国際交流事業 4,317 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

   4,317 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略  － 

政策項目 － 

１ 事業の目的､概要 

環日本海諸国(韓国･中国･ロシア)の原書やその地域について記述された日本語図書の収集･提供を行うととも

に､様々な事業を通じて鳥取県(県民)と環日本海諸国との交流を促進する｡また､英語教育や国際理解教育の推進等

世界で活躍する人材育成につながる情報収集･提供に努める｡ 

２ 事業の内容､実施の状況 

○環日本海諸国の図書館図書交換事業 

・協定を結んでいる環日本海諸国の図書館との図書交換は以下のとおり｡ 

※河北省図書館については､平成２９(２０１７)年度から未着の状態が続いていたが､今年度､令和４(２０

２１)年度分まで受領することができた｡ 

※ロシア沿海地方(ゴーリキー図書館､児童図書館)については､県がロシアとの交流を凍結しているため､

送付を見送っている｡ 

○関係諸国の資料整備 

・環日本海交流室･国際交流ライブラリーの閲覧用資料を購入 

(図書１，３８９冊､雑誌４０種､新聞４種) 

○国際交流ライブラリー講演会の開催 

○｢外国語で楽しむえほんのじかん｣の開催 

○多文化を知るイベント｢世界は広いぞ！知ろう！世界のあれこれ｣の開催 

〇国際交流ライブラリー企画展示 

・国際交流、講演会に関する企画展示 

・鳥取県が交流している国や地域に関する企画展示（県交流推進課と連携） 

・ピーナッツコレクションに関する展示 

３ 事業成果(改善状況)・課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・国際交流ライブラリー講演会は境港市民図書館と共催し､ベトナムをテーマに企画段階から相談･調整を行っ

た｡また､サテライト会場を希望した市町立図書館等へオンライン配信を行った｡あわせて､コロナ禍において

も多くの方に参加してもらえるよう､自宅等でのオンライン視聴も可能とした｡ 

・多文化を知るイベントは､市町村立図書館への普及を目的に県立図書館以外で開催した｡ 

・企画展示では､国際交流に関する県政やその時々の話題等をテーマに関連図書を紹介した｡特に､今年度は鳥取

県とモンゴル中央県が交流２５周年であり､交流推進課と共催の企画展示を行った｡ 

・タイムフェスティバル(国際交流団体や在住外国出身者等がそれぞれの活動､国を紹介する催し)に出展し､国

際交流ライブラリーの紹介や本の貸出を行った｡また､直近の講演会の広報にも努めた｡ 

・環日本海交流室･国際交流ライブラリーを紹介するスライドショーを作成し､上記の各事業においてＰＲする

機会を作った｡ 

・ここ２年､コロナ禍で中止していた専門書店(東京)での外国語図書購入を再開し､外国語図書の充実に努めた｡ 

○成果及び効果 

・国際交流ライブラリー講演会は、今回初めて、講演及び対談形式で開催した。鳥取県在住ベトナム人３人か 

らベトナムのこと､日本で暮らす楽しみ､困り感等を聞いた｡参加者の満足度も高く､多文化共生や相互理解の 

 

中国河北省 韓国江原道 ロシア沿海地方 モンゴル 

河北省図書館 春川市立図書館 
・ゴーリキー図書館 

・沿海州児童図書館 

中央県Ｄ.ナツァグドル

ジ記念公共図書館 

送付 受領 送付 受領 送付 受領 送付 受領 

９１冊 １１９冊 １２１冊 １１２冊 － － ２０冊 ２０冊 



 

 

きっかけとなったほか､関連図書の貸出も多く､図書館利用の促進につながった｡また､昨年度に引き続き主会

場のほかサテライト会場とオンライン配信も加えたことにより､参加しやすいと好評だった｡ 

・講演会や｢多文化を知るイベント｣を市町村立図書館と共催して県立図書館以外の会場で開催したり､図書展示

や出前図書館等を行ったりしたことにより､県民が国際理解や環日本海諸国等への関心を深める機会を提供

することができた｡ 

・外国語図書の専門書店で現物選書を行うことにより､ニーズに合った選書ができた｡ 

○課題 

・国際理解のための講演会や行事等を引き続き開催し､国際交流ライブラリーの利用を促進するとともに､図書

館資料を活用した多文化共生をテーマとした交流イベントを継続開催し､県内在住外国人と地域住民の交流

の場となるよう努める必要がある｡ 

・市町村立図書館や関係課･関係団体と協力し､県内での環日本海交流室及び国際交流ライブラリーの周知や利

用促進､並びに学校等へのレファレンスや資料提供､外国語学習等の支援を充実する必要がある｡ 

・鳥取県が交流している環日本海の国々について､引き続き図書館としての交流や国際理解のための活動を行う

必要がある｡ 

・ロシアとの交流については､ロシアのウクライナ侵攻により県全体で交流を凍結しており､当面再開の目途は

立っていない｡ 

 

 

 

 

 



 

 

（単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

市町村立図書館等協力支援事業 7,574    7,574 

将来ビジョン  － 

令和新時代創生戦略  － 

政策項目 － 

１ 事業の目的､概要 

市町村立図書館等の機能向上を図るため､資料･情報を提供すると共に､各館の職員のスキルアップを目的とした

研修会･講座を開催する｡各館と連携し､住民に対し図書館利用を啓発する事業を実施する。県全体の図書館サービス

の高度化を図り､ネットワークの要としての役割を果たす｡ 

２ 事業の内容､実施の状況 

市町村立図書館等に対し､宅配便によるリクエスト本の配送､一括大量貸出､訪問相談､資料相談を行った｡司書の

技術向上を図るため､以下の研修事業を実施した｡また､新規事業として図書館を活用した地域情報の発信について

学ぶ研修会を開催した｡ 

＜令和４年度までの市町村立図書館等への貸出冊数＞  

支 援 先 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

市 町 村 ５８，５２４冊 ５４，２８２冊 ５３，３５２冊 ５３，８８５冊 

高等学校 ２３，２７９冊 ２９，０３１冊 ２６，９２２冊 ２３，３８３冊 

特別支援学校 １５，１９２冊 １７，２００冊 １４，６５９冊 １２，８６２冊 

病院図書室 ４，３１３冊 ４，５８２冊 ２，１６０冊 ２，１８５冊 

大学･団体･その他 ４，３３５冊 ３，３８９冊 ３，０８８冊 ２，９７９冊 

合   計 １０５，６４３冊 １０８，４８４冊 １００，１８１冊 ９５，２９４冊 

 ※病院図書室は新型コロナウイルスの感染拡大に伴う閉室などで通常の図書館サービスが行えず、貸出冊数

は減少している。 

○図書館業務専門講座（年４回） 

・高度化･多様化する利用者のニーズに対応するため､図書館職員のスキルアップを目的とした研修を実施した｡ 

○図書館業務専門講座＋α 

○新任職員のための図書館職員実務研修会 

○県立図書館職員が講師を務めた研修 

・市町村立図書館職員のスキルアップのため､希望する図書館の研修会に出向き研修を行った｡ 

※学校図書館支援員の派遣は｢生きる力を育むとっとり学校図書館活用教育普及事業｣にも実績報告し

ている｡ 

〇県立図書館の職員が市町村の図書館運営に関する委員などを務めた事例 

委員の名称・委員名 市町村名 任  期 

岩美町立図書館協議会委員 岩美町 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

江府町図書館協議会委員 江府町 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

わかさ生涯学習館運営委員会委員 若桜町 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

３ 事業成果(改善状況)､実施の状況 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・令和４年度は新型コロナウイルスの感染拡大予防を徹底した上､多くの講座をハイブリッド開催とした｡ 

・市町村立図書館を対象とした研修会への講師派遣を行い､それぞれの担当部署の職員が講師を務め､当館職員の

スキルアップにもつながった｡ 

○成果及び効果 

・講座のオンライン開催により１館から複数の参加が可能になった｡また､移動時間が不要となるため､受講者への

負担も軽減されている｡ 

・研修は図書館経営､デジタルアーカイブ等のニーズの高いテーマを取り上げ､公共図書館の課題意識や情報の共

有を図ることができている｡ 

○課題 

・支援の充実のためには､各館を訪問し､現場のニーズを把握することが必要である｡ 

・図書館が知の情報拠点としてこれまで以上に活用されるよう、図書館のサービスや機能を広く県民に知っても

らうための市町村立図書館と協力した一層の取組が必要である｡ 



 

 

          （単位：千円） 

事   業   名 決算(見込)額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

図書館運営費(資料購入整理費) 99,450   5,028 94,052 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略  － 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

○目的及び事業の実施状況 

多様化・高度化する県民の要望に的確に対応するため、あらゆる分野の最新資料、専門的な資料、郷土資料、

市町村や学校を支援する資料等、蔵書の充実を図る。 

２ 事業の内容、実施の状況 

○図書及び逐次刊行物の整備充実 

・県民の専門的な要求にも応えられるよう資料の充実を図り、逐次刊行物については広範な分野で最新の情報が

提供できるよう充実に努めた。 

○不要資料の除籍による書庫スペースの確保 

・複本や旧版のある資料、内容が古く利用のない資料、毀損により状態の悪くなった資料等の除籍を行った。 

＜資料の整備状況＞                                    (単位：冊) 

区 分 令和３年度末冊数 
購入等 

(寄贈含む) 
除 籍 計 令和４年度末冊数 

蔵書合計 １，２３５，５２９  ２９，６３８ △１１，０５８ １８，５８０  １，２５４，１０９ 

内 

 

訳 

一 般 ８５１，１２４ ２２，１４２  △ ９，８０９ １２，３３３ ８６３，４５７ 

郷 土 １５１，７１０ ２，１２８  △２０ ２，１０８ １５３，８１８ 

児 童 １２６，５７５ ２，６９１  △ １，１３５ １，５５６ １２８，１３１ 

協 力 ８３，１５６ ２，４２９  △ ９１ ２，３３８ ８５，４９４ 

その他 ２２，９６４ ２４８  △ ３ ２４５ ２３，２０９ 

３ 事業成果(改善状況)・課題等 

○令和４年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・県政・地域の課題への対応や県民の豊かな暮らしをサポートするため、ビジネス支援や医療・健康情報サービ

スなどの課題解決型サービス実施のための資料の充実を図った。 

・人の成長・学びを支えるための子どもの読書推進、学校図書館支援、生涯学習を支援するための資料の充実を

図った。 

・不要資料の除籍を行い、書庫の空き容量を確保し、資料を移動することで書架の狭隘化の改善に努めた。 

・電子書籍の導入について情報収集、検討を行った。 

○成果及び効果 

・市町村立図書館では持つことの困難な専門書・技術書など多様な内容の資料を収集することにより、県民が必要とする資料の

提供を行った。 

・探究学習や総合的な学習などに活用できる資料の貸出により、学校図書館支援を行った。 

・除籍や書庫の整理により、書庫の空き容量を確保し、書架の狭隘化の状態を一部改善した。 

○課題 

・多様化、高度化する県民の要求に応えるために、専門家の助言を参考にしながら、最新の資料を幅広く収集す

る必要がある。 

・郷土資料については、出版情報を逐次確認しながら、網羅的な収集に努める必要がある。 

・蔵書数の増加により、書庫の空き容量が減少してきているので、今後の資料増加に対応するため、不要資料の

除籍を継続的に進め、空き容量を確保していく必要がある。 

・電子書籍サービスの導入に向けて準備を進めていく必要がある。 

 

 

 

 


























